
























後，いくつかの交流事業を行ってきた。本稿では，それらのうち第 3 回目と第 5 回目の交流事業をとりあげ，
その中で介護福祉学科の学生が小学生への福祉教育や他学科（幼児保育学科・看護学科）との連携から得ら
れた内容は何かを把握することにした。


















A study on the contents of students is obtained of the department for training of certified care workers on 
the basis of the welfare education for elementary school students and cooperation with other departments














　2014（平成 26）年 3月 30 日の第 3回目と 2015（平
成 27）年 3 月 20 日の第 5 回目の交流事業が終了し
た後，それぞれ 2014（平成 26）年 4 月 9 日と 2015






　調査では，第 3 回目・第 5 回目ともに調査時点
で 2年生である学生 9人が協力してくれた。具体的
には，第 3回目からが参加者 8人中 3人（37.5％），

































た交流事業は，2014（平成 26）年 3 月 30 日の第 3
回目と 2015（平成 27）年 3月 20 日の第 5回目であっ
た。この第 3回目・第 5回目ともに，筑北村にある
3 小学校の 1 年生から 6 年生まで約 40 人が松本短
期大学を訪れ，介護福祉学科，幼児保育学科，看護













































































































































































































































































正）。図 5 を参照しつつ，本稿の結論として以下 3
点述べる。
　第 1に，参加者全員ではないものの，小学生や他
学科との関わりは，学生自身の学びの発揮・確認と
広がりにつながる可能性がある。
　第 2に，学生の喜び・やりがいを引き出すために
も，介護の知識・技術を活かして小学生から認めら
れる体験が重要である。
　第 3に，他学科，特に看護学科との交流機会を増
やし，卒前教育の段階から対人コミュニケーション
能力の向上を図っていくことが必要になる。
　以上に共通していえることは，そのような可能性・
体験・機会のある場をいかに大学と地域とが協力し
て創り出していくか，ということになろう。地域の
人々とのつながりを松本短期大学や学生が学び・感
じとり，同時に松本短期大学の教育力や学生の学び
を地域の人々へと還元していくことが地域に密着し
た介護福祉士・保育士・看護師を養成していくこと
に結びつくはずである。
　今後は，学生が得られた内容を参考にして交流事
業等の発展に向け，さらなる工夫を行っていきたい
と考えている。同時に，他科目での学びを交流事業
でさらに活かす等，介護福祉士を目指す学生の成長
促進を図っていきたいと考えている。
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注
1）ＫＪ法とは，文化人類学者の川喜田二郎氏が考
案した創造的開発の技法のことで，考案者のイニ
シャルからＫＪ法と名付けられた。簡便法は親和
図法とも呼ばれている。具体的には，蓄積された
情報から必要なものを取り出し，関連するものを
つなぎあわせて整理し，統合する手法の 1 つであ
り，カード（紙片）を活用するところに大きな特
徴がある（川喜田二郎：発想法，中公新書，1967
／川喜多二郎：続・発想法，中公新書，1970 参照）。
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図5　小学生や他学科との関わりから得られた内容に
　　 おける考察等を反映した構図（図4の構図修正）
